
 
 

漢方内科 East Asian Traditional Medicine 
 

１． スタッフ構成(2026 年 3 月時点) 

 山岡 傳一郎(診療委託) 
 鶴田 寛二(診療委託) 
 寺野 友美(診療委託) 

 

２． 実績 
外来患者数：1,647 名 
うち、初診：64 名、再診：1,583 名 
 

３． 2026 年度目標 
漢方内科は、非常勤医師 3名体制で診療を行っています。鍼灸

治療室スタッフ、ならびに院内外から研修・見学に訪れる医療者の

協力のもと、診療・教育・研究を三位一体で展開しています。 
当科は、日本東洋医学会専門医制度における研修施設として、

すでに各専門領域の実績を有する医師が、さらに漢方医学の専

門性を高める場として機能しています。日常臨床に根ざした症例

の積み重ねと、学術的検討を架橋する診療科として歩んでいます。 
近年、東洋医学への関心は国内外で急速に高まっており、漢方

薬は需要増加の一途をたどっています。生薬供給体制の課題も指

摘される中で、国産生薬の活用や適正使用の重要性が改めて認

識されています。当科では、個々の患者さんの病態に応じて必要

な生薬を吟味し、まず煎じ薬により最適処方を見極め、その後、症

状が安定した段階でエキス製剤への移行案を提示し、ご紹介元の

先生方へ逆紹介させていただく体制を整えています。これは、「診

断と処方決定は専門的に、継続治療は地域で」という連携型モデ

ルであり、地域医療の負担軽減と質の向上を同時に目指す取り組

みです。今後も、紹介・逆紹介を通じて、より円滑で実効性のある

医療連携を築いてまいりたいと存じます。 
2027 年 9 月 3・4 日には松山市において第 8 回 ISJKM(Interna-

tional Symposium for Japanease Kampo Medicine)を予定しており、

国内外から約 100 名の研究者・臨床家が来松する予定です。松山

城や道後温泉周辺で、多くの海外研究者の姿が見られる機会とな

るかもしれません。本シンポジウムを通じて、愛媛・松山から日本漢

方医学の現在と未来を世界へ発信したいと思っています。 
漢方内科は、地域の先生方との協働なくしては成り立ちません。

今後とも、診療連携・学術交流・人材育成の各面において、ご指導

ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 宇都宮健、鶴田寛二、寺野友美、兵頭沙梨、山岡傳一郎. 高齢男性の両下

肢から足底の痺れに対し人参養栄湯が奏功した一例. 第 60 回日本東洋心

身医学研究会. 東京 (2025.3.8) 
2. 宇都宮健、鶴田寛二、寺野友美、兵頭沙梨、山岡傳一郎. 難治性の便秘を

呈した虚証の穿孔性腹膜炎術後患者に対し，桃核承気湯が奏功した一例. 
第 75 回日本東洋医学会学術総会. 東京 (2025.6.6-8) 

3. 山岡傳一郎. 「3 回でマスターする傷寒論」～古典医学の核心にふれる旅～. 
令和 7 年度第 1 回日本東洋医学会中四国部愛媛県部会 四国からの風 1. 
Web 開催 (2025.7.12) 

4. 鶴田寛二. COVID-19 罹患後の末梢神経障害に対して血府逐瘀湯が奏功し、

社会復帰が可能となった一例. 令和 7 年度第 1 回日本東洋医学会中四国

部愛媛県部会 四国からの風 1. Web 開催 (2025.7.12) 
5. Denichiro Yamaoka. Lessons Learned from the Great Professor Yen Kun-Ying. 

The 21st International Congress of Oriental Medicine. 台湾 (2025.8.30-31) 
6. 宇都宮健. 消化器疾患に対する漢方治療. 令和 7 年度第 6 回愛媛県病院

薬剤師会東予支部研修会. Web 開催 (2025.9.11) 
7. Takeshi Utsunomiya、Yumi Terano、Sari Hyodo、Kanji Tsuruta、Denichiro 

Yamaoka. A case of successful acupuncture to the upper great void for ab-
dominal pain in a patient with Crohn's disease who had undergone multiple op-
erations. The 7th International Symposium for Japanese Kampo Medicine. 
Spain (2025.9.19-20) 

8. Denichiro Yamaoka. What is the Essence of Japanese Kampo Medicine? Learn-
ing from Todo Yoshimasu. The 7th International Symposium for Japanese 
Kampo Medicine. Spain (2025.9.19-20) 

9. 宇都宮健. 重症急性膵炎患者において漢方治療が奏功した症例～柴胡桂

枝湯の使用経験～. Hybrid Seminar SURGERY×KAMPO. 松山 (2025.9. 
24) 

10. 宇都宮健. 漢方専門医の意義、および取得へ向けた私の勉強法. 第 53回・

日本東洋医学会中国四国支部学術総会. 広島 (2025.10.12) 
11. 山岡傳一郎. 傷寒論を一気に読んでみませんか. 第 80 回漢方家庭医講習

会. Web 開催 (2025.11.1) 
12. 宇都宮健. 風邪症候群に対する漢方治療～流行感染症および補剤を中心

に～. 令和 7 年度新居浜市医師会学術講演会. 新居浜 (2025.11.7) 
13. 宇都宮健、八木草彦、大谷広美. 腎虚を伴う鼠径部痛に対し漢方治療が奏

功した症例. 第 35 回外科漢方フォーラム学術集会. 東京 (2025.11.21) 
14. 山岡傳一郎. 三回でマスターする傷寒論(第二弾). 令和 7 年度第 2 回日本

東洋医学会中四国部愛媛県部会 四国からの風 1. Web 開催 (2025.11.22) 

(2) 論文・著書 
1. 宇都宮健、鶴田寛二、寺野友美、兵頭沙梨、山岡傳一郎. 高齢男性の両下

肢から足底の痺れに対し人参養栄湯が奏効した 1 例. 日本東洋心身医学

研究 39. 26-28 (2025) 
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